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今日，デジタルメディアの拡大によって，メディアやメディア・コンテンツの利用にお
いてオーディエンスはよりインタラクティブに，またクリティカルに関わっている。そし
て，メディア批判はより可視化され，広範囲に共有され，より影響力を持つようになった。
しかしながら，メディアやメディア・コンテンツに対する批判がどれくらい，どのように
行われているか，どのような心理的要因が関わっているかを，体系的に検討した研究は必
ずしも多くない。本特集は，「クリティカル・オーディエンス」概念を中心に，メディア批
判について社会心理学の視点からアプローチすることを目的としている。今回の特集論文
は，研究プロジェクトの中間報告である。

川端論文は，新型コロナウィルス報道と地球環境問題報道に対する受け手の批判的態度
が，批判的思考や主観的影響の認知，自己効力感などの諸要因とどのように関連している
かについて分析を行い，メディアにおける科学的問題の報道に対する受け手の批判的態度
を比較検討している。

李光鎬論文は，メディアシニシズムの要因と結果について理論的検討を行い，その中で
特に敵対的メディア認知がメディアシニシズムの重要な要因であることを実証するととも
に，メディアシニシズムがもたらす結果の 1 つとして「ポスト真実主義的態度」というも
のを構想し，それとの関連を分析している。

李津娥論文は，インターネット広告回避に，説得知識や広告への懐疑的態度，インター
ネット広告の特徴から起因する要因がどのように関わっているかについて分析を行ってい
る。広告はインターネットの情報を見るために必要なものであるという認識など，広告受
容度についても検討を行っている。

正木論文は，テレビ批判の研究を行動意図に拡大し，テレビ批判の態度と行動意図の規
定因について分析を行っている。特に「計画的行動理論」に関する諸要因の中で，知覚さ
れた行動統制感と周囲への同調傾向がテレビ批判の行動意図に影響を与えうることを指摘
している。

研究プロジェクトは，新型コロナウィルス感染が拡大した時期にスタートし，プロジェ
クトメンバー同士が一度も直接顔を合わせることなく，オンライン調査やインタビュー，
オンライン研究会での報告などを通して研究を重ねてきた。コロナ禍の社会状況は，メディ
アの社会心理学的研究の重要性を強く実感する機会となった。今後，本特集で報告した知
見をさらに深め，他のプロジェクトメンバーの研究も加えて，研究成果を報告していく予
定である。本特集が，変容する社会におけるメディアの役割と影響を再考し，社会におけ
るメディアと人間の関わりを理解するための一助となれば幸いである。
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